


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
根ノードをどの順で訪問するかにより定まる。(ア)は左・根・右の順の通りがけ順、(イ)
は根・左・右の順の行きがけ順、(ウ)は左・右・根の順の帰りがけ順である。

●問題Ⅲ-2
正解は①
NP問題は非決定性チューリングマシンで多項式時間で解ける問題、または提示された解の
正しさを多項式時間で検証可能な問題と定義される。(ア)と(イ)が正しく選択肢1が適切
である。

●問題Ⅲ-3
正解は①
呼び出しを追うと、p(5,6)からp(3,5)、p(4,3)、p(1,3)、p(4,1)へと遷移する。その後
p(3,1)、p(2,1)、p(1,1)となり、x==yの条件で1が返される。

●問題Ⅲ-4
正解は②
共通部分式の削除は、同一ブロック等で重複して出現する不変の式を1回の計算にまと
め、結果をレジスタ等に保持して再利用するコード最適化手法である。

●問題Ⅲ-5
正解は④
入力列0101に対し、1文字目の0で初期状態の自己ループ（ア=0）、2文字目の1で右上（イ
=1）、3文字目の0で下へ遷移し、4文字目の1で受理状態へ戻る（エ=1）ことで受理され
る。

●問題Ⅲ-6
正解は③
11.375を2進数で表すと1011.011であり、正規化すると1.011011×2^3となる。符号0、指
数部130、仮数部よりビット列を16進数に直すと(41360000)16となる。

●問題Ⅲ-7
正解は②
値が非常に近いほぼ等しい数値同士の減算を行うと、上位の有効桁が互いに打ち消し合っ
て有効数字の桁数が著しく減少する桁落ちが発生するため、a-bで最も桁数が失われる。

●問題Ⅲ-8
正解は②
公開鍵暗号系を用いた署名生成や検証の演算処理は計算負荷が高いため、文書全体ではな
く固定長の短いハッシュ値に対して署名を行うことで、処理速度を大幅に向上させてい
る。

●問題Ⅲ-9
正解は④
プロセスがアクセスした仮想アドレスに対応するページが主記憶上に存在しない場合、ペ
ージフォールト例外（割り込み）が発生し、OSが補助記憶から該当ページを読み込む。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
最初の1命令が全Dステージを完了するのにD×Pナノ秒を要し、以降のN-1命令は1ステージ
のPナノ秒ごとに順次完了するため、全完了時間は(N+D-1)×Pナノ秒となる。

●問題Ⅲ-11
正解は②
ライトスルー方式はキャッシュへの書き込みと同時に主記憶にも書き込みを行うため、主



記憶とキャッシュの内容が常に一致し、データの整合性（一貫性）が保たれる特徴を持
つ。

●問題Ⅲ-12
正解は②
2台のRAID0の故障率は1-(1-0.08)^2=0.1536となる。これをミラーリングした全体の故障
率は0.1536^2≒0.0236となり、単体比で約3.4倍改善される。

●問題Ⅲ-13
正解は④
拡張現実（AR）は現実の映像や風景の上にコンピュータが生成した仮想情報や画像を重ね
合わせて表示し、現実の知覚を拡張する技術であり、選択肢4の記述が適切である。

●問題Ⅲ-14
正解は②
画像サイズは12×8インチとなり、300dpiでの総画素数は3600×2400=864万画素となる。
RGB各8ビット（計3バイト）を乗じるとデータ量は約24.7Mバイトとなる。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
中心画素に正の重み（5）を置き、周囲の隣接画素に負の重み（-1）を与えて総和を1とす
る3×3空間フィルタは、輪郭やエッジを強調する鮮鋭化処理に用いられる。

●問題Ⅲ-16
正解は②
モジュール強度は内部の関連性の強さを示す尺度であり、単一の明確に定義された機能を
実行する機能的強度（機能的凝集性）を持つモジュールが最も望ましい。

●問題Ⅲ-17
正解は③
スーパークラスのprivate宣言されたフィールドやメソッドはサブクラスから直接アクセ
スできず、コンストラクタも継承されないため、すべてが存在するとする記述は不適切で
ある。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
モックアップは主にGUIの外見や画面レイアウトなどの静的なデザインを確認するために
作成される模型であり、システムの内部ロジックや機能を実装するものではない。

●問題Ⅲ-19
正解は②
FP試算法は要求定義の初期段階等において、データファンクション（内部論理ファイルや
外部インタフェースファイル）の件数に基づいて簡易的に規模を見積もる手法である。

●問題Ⅲ-20
正解は④
バーンダウンチャートはアジャイル開発において進捗を可視化するグラフであり、縦軸に
スプリント等の残作業量、横軸に日付やイテレーションをとって実績推移を表す。

●問題Ⅲ-21
正解は③
条件Aが真の例外パスが1本ある。条件Aが偽の場合は条件B（真偽2分岐）と条件C（真偽2
分岐）が直列に結合するため2×2=4本のパスが生じ、合計5テストケースとなる。

●問題Ⅲ-22
正解は②
要求仕様の完全性とは、機能や制約、入出力等の必要な要求がすべて漏れなく記述され、
文書内の図表番号や相互参照などの形式面も含めて欠落がない特性を指す。



●問題Ⅲ-23
正解は③
トランザクションの原子性（Atomicity）とは、含まれる一連の処理がすべて完全に実行
されるか、あるいは全く実行されずに元の状態に戻るかの二者択一を保証する性質であ
る。

●問題Ⅲ-24
正解は④
選択肢4のSQL文は在庫Aと在庫Bの全行を結合した後に重複を排除する和集合を求めてお
り、店舗Bのみに存在する商品も抽出されてしまうため、差集合の抽出として不適切であ
る。

●問題Ⅲ-25
正解は②
コスト効率指数CPIが1.0を下回る状態（予算超過）で今後も同傾向が続く場合、完成時総
コスト見積りEACはBAC/CPIで計算され、当初予算BACを上回る。

●問題Ⅲ-26
正解は①
認可されたエンティティが要求したときにアクセスおよび使用が可能である特性は「可用
性」の定義である。完全性は情報の正確さおよび完全さを保護する特性を指すため誤りで
ある。

●問題Ⅲ-27
正解は②
エンタープライズアーキテクチャ（EA）は、大企業や政府機関等の組織全体において、業
務プロセスやデータ、適用システム、技術基盤を体系的に整理・最適化する設計手法であ
る。

●問題Ⅲ-28
正解は①
フェールセーフとは、装置やシステムに故障や不具合が生じた際に、自動的に安全側の状
態（信号機の赤表示や緊急停止等）に制御して被害や事故の拡大を防ぐ設計思想である。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
特定受信者のみに復号させる秘匿通信には受信者Bの公開鍵で暗号化しBの秘密鍵で復号す
る。また作成者の真正性を証明する電子署名には送信者Aの秘密鍵を用いる。

●問題Ⅲ-30
正解は①
ARPポイズニング（ARPスプーフィング）は、偽のMACアドレス情報を含むARP応答をLAN内
に送信してARPテーブルを改ざんし、パケットを不正に盗聴・中継する攻撃である。

●問題Ⅲ-31
正解は④
呼量は（10回×1.5分）÷20分＝0.75アーランとなる。呼損率0.02の列を参照すると、3回
線の許容呼量0.602では不足し、4回線の1.09で収容できるため4回線が必要となる。

●問題Ⅲ-32
正解は②
S/KEYは使い捨てパスワード認証方式であり、秘密のパスフレーズとシード値に対してハ
ッシュ関数（MD5等）を繰り返し適用することでワンタイムパスワードを生成する。

●問題Ⅲ-33
正解は④
ホップ数を基準として最短経路を選択するのはディスタンスベクタ型プロトコルのRIPの



特徴である。リンクステート型のOSPFは回線帯域幅等に応じたコストで経路を決定する。

●問題Ⅲ-34
正解は①
ARPによってIPアドレスから解決されたMACアドレス情報は一時的にARPテーブルにキャッ
シュされるが、機器の移動や変更に対応するため一定時間後に自動破棄される。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
レスポンシブWebデザインは、単一のHTMLソースを用いながら、CSSのメディアクエリ等を
活用して閲覧端末の画面サイズや解像度に応じて動的に最適なレイアウトを提供する手法
である。


